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干 した後 、次の よ うに語 った』
「早死 す ることが不幸で あ り、災難

であ り、悲劇 であると言 うの な ら、で

は寿 命が尽 きる前 に霊 界 に入 り、そ し

て最終的 な救 いと昇栄 を得 る こと より

もこの世 にとどまる方が も'っと好 ま し

い ことで あるとで も言 うの で あ ろ う

か。 もしこの 世 で生 き続 けることが完

全な状態 であるのな ら、死は失望 で し

か あり得 ない。だが福音 の教 えに よれ

ば、死 には何 ら悲劇 はな く、悲 劇は罪

の中 にの み存 在す るの である。

私 たちの知 識は少 ない。私 た ちの判

断 力も限 られてい る。 私 たちは しば し

ば主を裁 くことがあ るが 、その知 恵 は、

最年少 の子 供が親の 決め たことにつ い

てとやか く言 う、その知恵 に も遠 く及

ばない。・・…・

私た ちの生活 を支配 してお られ るの

は神である。 また、私 た ちに導 きと祝

福 を与 えて くだ さるの も神 で ある。だ

が神は同時 に自由意志 も与 え られ た。

私 たちは 、主 が私た ちの ために立 て ら

れ た計画に従 って寿命 を全 うす るこ と

もで きる し、また寿命 を縮 め るとい う

愚かな こともで きるので ある。私 は主

が私た ちの運命 を定 め られて いると確

信 している。私 た ちは寿 命 を縮 める こ

とはで きるが 、延ば すこ とは ほとん ど

で きないので はないか 、と私は考 えて

い る。私 たちが完全 に理 解で きる 日が

いずれ来 るであ ろう。 その ときはなか

なか理解で きな いよ うな 出来事 で も後

にな って振 り返 ってみる ときに、その中

の多くに満足 を覚 える ことであ ろう。」

次の ような勧告 に も耳 を傾 けよう。

1974年7月10日 、 ユ タ州 マ ンタイで行

なわれ たユ タ中央 部のス テーキ部 ヤ ン

グ アダル トの会 合で話 された もの であ

る。

「これ まで海 洋の ただ中で 、船 同士

の衝突に よ り、また時 には氷 山との衝

突 によ り、数々の惨事 が起 こってい る。

そ して それ に伴 い、数 多 くの人 々が命

を失 った。

だが、間 もな くその よ うな こと も起

こらな くなるであ ろう。 各船舶が レー

ダー を装備 し、衝突の危険 が迫 った場

合 、乗組員 に警 報 を発 す るようにな る

か らで あるξ録 音テ ープが 自動 的に作

動 して、暗闇 迫 る船 橋か ら 『警報発 令、

本船 は障害 物に接近 中。警報発令 、本

船 は障害物 に接近中』 と叫ぶ声 が響 き

渡 ることであ ろう。 その声は 、航 海士

が レーダース コープの と ころへ来 て,

テ ープを止め るまで叫 び続 ける。 こう

して 、船は その進 路 を変更 し、乗客 の

生命 が守 られ るの であ る。

私 は、教会 の若 人が 健全 であ り、か

つ根本 的に善良 で穏健 で あると信 じて

いる。 しか し不完全 な海図 しか持 た ず

に大洋 を航海 する こともあるの である。

浅瀬 があ り、岩礁が あ り、氷 山があ り、

他 の船舶 もあ る。警告 に従 わずに進 ん

で行 けば 、必 ず大惨事 を招 くの であ る。

教会 の指 導者 と して、 また青少年 と

その福 祉に多少 の責任 を持 つ 者 と し

て、私 は声 を大 に して青少年 に次の よ

うに 申 し上 げたい。 『あなたた ちは警

戒水域 にお り、危険 の多 い年 代 を過 ご

している。安全ベ ル トを しっか りと締

めな さい。固 く締 めて おきな さい。 そ

うすれ ば この混 とんと した世 に あって

も生 き残 る ことが でき るであ ろう。』

ここで主の み言葉 を引用 し て み よ

う。

『も しわた しが きて彼 らに語 らなか

った な らば、.彼らは罪 を犯 さな いです

ん だで あろ う。 しか し今 とな っては、

彼 らに は、その罪 について言 いのが れ

る道が ない。』(ヨ ハ ネ=15:22)警 告

が与 え られ た場 合、私 た ちは それに耳

を傾 け、生 活に取 り入 れ るべ きで ある。

また、浅瀬 や岩礁 や危険水 域 を避 けな

けれ ばな らない。」

こ こで、 キ ンボー ル大管長 が大管長

に就任 して以 来、総大 会で話 した霊感

あふれ る説教 の中 か ら少 し引 用 して再

度 注意 を促 したい と思 う。1974年4月

5日 金曜 日の大会 の冒頭で 、キ ンボー

ル大管長 は、故ハ ロル ド ・B・ リー大

管長の逝 去に触 れて弔辞 を 述 べ た あ

と、次の ように言 った。

「記 者会見 では、例 に もれず 、 『大

管長 、教会 を指 導す る立場 に立 たれ ま

したが、 これか らどうな さいますか』

と尋ね られ た。

私の答 えは こうで あった。十二使 徒

評議 員会 と して過去30年 間 、私 は現在

ある包括 的で完全 なプ ログ ラムの編 成

や方 針設定 にわずか ばか りだが 関与 し

てきた。私 は近 い将 来に 、 これ ら一 連

のプ ログラムに大幅 な変更 が加 え られ

ると は思 って いない。 だが既存 のプ ロ

グ ラムの幾つ かに特 に力 を入れ たい と

望 んでい る。今は 、私 た ちの努 力 をさ

らに結 集 し、プ ログラムを強固 なもの

とし、方針 を再確認 する時 である。

私 た ちは、今教会 の最 大の 問題 が急

速 な発展に ある ことを認 めて いる。教

会員 数の増加 ぶ りは異 常 とも言 うべ き

で 、こ こ数年 で倍増 してい る。…… し

か し数字は二 の次 であ る。 まず大切 な

ことは、すべ ての人 が永遠の 生命 を得

ることで ある。」

続 いて キ ンボー ル大管長 は、私 たち

の急 を要す る問題 につい て説 教 を進 め

た 。その中 で、国民 と しての 義務 、世

に打 ち勝つ こと、神 に従 うこと、家族

の一 致 団結 、家 庭 にお ける指 導力、離

婚 、堕 胎 、麻薬の常 用、 肉体 の不適切

な使 用 、母親 の神聖 な役割 などの問題

が説 教の対 象 となった。 そ して、最後

に次の ようなチ ャ レンジを して説教 を

結 んだ。

「これが私 た ちの プ ログ ラムで ある。

再確 認 を し、神の み業 を清 く、 まっす

ぐに、大胆 に押 し進 める こと、そ して

神を敬 う生 活 を切 に必要 と して いる世

に、 この真 理の福音 を伝 える ことであ

る。永 遠の生 命が私 た ちの 目標 であ る。

それは 、主 が私 た ちに示 して下 さった

道 に従 うことに よってのみ得 られ る。」

この 同 じテー マに基づ いて、 キ ンボ

ール大管長 は、1974年4月4日 の地 区

お よび伝道 部代表 に対す る説 教 で次の

ように激 励 した。

「現在 のス テーキ部の伝 道活動 は、

ま だまだ始 まったばか りと しか言 えな

し、o・・。・・・…

私 た ちは こ うした考 え方 を改め 、マ

ッケイ大管長の言 われ た 『すべ ての 会

員 は宣 教師』 とい う理想 に近づ くこと

がで きる。マ ッケ イ大管 長の言葉 は霊

感 によ って与 え られ た もので ある。

私 は この メ ッセー ジが新 しい もの で

な いことは百 も承知 している。 これ ま

で も何 度か この テーマで話 して き.た。

だが私 は今 、その責任 を遂行 しなけれ

ば ならない時 が到来 したと確信 してい

る。照準 を変 え、 より高 い 目標 を揚 げ

な ければな らないと考 えてい る。

教会 が組織 されて いる地域か ら送 り

出 され る宣教師 の数が増 加 して可能性

の極 限に近づ くとき、すな わち教会の

資格 あ る少年が すべ て伝 道 に 出 る と

き、それは海外 のス テーキ部 や伝 道部

が ひとつ残 らず、 自国 で働 くに十 分 な

数の宣 教師 を 自力で供給 す ると きで あ

る。 ま た新 しい地域 で伝 道 を開始 す る

に あた り、使徒 を助 けるために ふ さわ

しい人 が働 くと きで もある。 さ らに通
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年でモルモ ン経 を読 み通 し、 その中で3回 読ん だ人が12人

もい ると言 う。キ ンボ ール姉妹 は言 っている。 「いつ もど

んな結果が 出 るか胸 をわ くわ くさせて いるんで す。何人 も

の姉妹が 『チ ャ レンジをあ りが と う』 と言 って 下 さ い ま

す。 たいていの人 は、少 な くとも私 はそ う思 うんで すけど 、

勉強す るように刺激 を与 えて くれ るもの を感謝 して下 さる

のではな いで しょうが 。」彼女 は最後 に、 「だれか が私 を

もう ちょっとつつ いて くれ た らって思 って いるんで す よ」

とつ け足 した。

カ ミラ姉妹 には もうひとつ、教 える機会 があ る。家庭訪

問教師で ある。 「50年以上 も扶助協 会 に籍 を置 いてい ます

か ら、家庭訪 問も50年 以上 して きた ことにな りますね。 」

彼女は誇 らしげに言 う。 「家庭訪 問は最 も素晴 らしい機会

と言 えるので はないで しょうか 。同僚 と親 しくな って問題

を抱えて いる人た ちをお手 伝 い して 、ひと りの姉妹 を本 当

に知 るに は、その方の お宅 に実際 に伺 って こそだと、私 は

思 うんです よ。家庭訪 問の おか げで、 お互 いに親 しくなっ

て助 け合 う機 会が あるんです ものね。」

キ ンボール姉妹は その ような友 情 を大 切 に して いる。と

いうの も、世 界有数の 科学者 ヘ ン リー ・アイ リングの妹 、

スペ ンサ ー ・W・ キ ンボールの 妻 と して、彼女 の人柄 よ り

も名前 を重 ん じる人 々がい るか らで ある。彼女 は、予言 者

の奥 さんでい らっ しゃいますが 、と聞 かれ ると、いつ も冗

談めか して返事 をす るが 、その言葉 は的 を突 いている。

「私 は予 言者 と結婚 したん じゃあ りません よ。 帰還宣 教師

と結婚 したんです 。」そ してま たスペ ンサ ー ・W・ キ ンボ

ールは予言者 の妻 と結婚 したので はなか った
。彼 は貧 欲な

までの知識欲 と雄 々 しい精神 を持 った快 活 な教 師と結 婚 し

たのであ る。彼 らは、それ ぞれや り方 は違 って も互 い に励

ま し合 いなが ら一 緒 に成長 し続 けた。

彼女 は、 も し夫が30年 以上 も教会幹部 に召 され ることが

なか ったと して も、 「今 と違 って いる ことは何 もないで し

ょう」と ほほえみなが ら語 る。 「夫 はいつ も心 底教会 に献

身 してい ました。結婚 したての ときか らず っとそ うで した 。

ワー ド部の書記 だ った と して も、きっ と同 じよ うに熱心 に

働いでいたで しょう。」 実 際に彼 は、結婚2カ 月後 にステ

ーキ部書記 に召 され ている。

彼 らの生 活で たった ひとつ人 と違 うもの は、大管 長の召

しに伴 ってや って きた非常 に重 い責任 である。 「夫は今の

地上 での権 能の最終 的な拠 り所 です。」 夫 人 は穏 やかに語

る。 「その ように召 されて いるん です 。とて もた くさんの

決定 について最終 的な責任が あるんで す。夫の頼 るところ

は主以外に ないの です よ。」

キンボ ール姉妹 は家庭 を 「本当 に心の落 着 く平和 な とこ

ろ」 に して、その荷 を軽 くしようと努 めている。 「夫の健

康につ いてはで きるだけの ことを して 、家 の仕事 は しな く

てもよい ように。 そうなんで す、夫 を守 って あげたい と思

って います。夫に とって、 『いいえ』 と言 うの は一 番むず

か しいことです し、私 はいつ もそん な張 りつめ た状 態にい

る夫 を見 るめがつ らいのです 。」 もうひとつ大変 なのは 、

どうして も知 名度 が高 くなってい くとい うことで ある。

「社 交的」で ない彼女 は有名 になる ことを嫌い 、人前 に出

た り会談 をした りとい うことはで きるだ け避 け、 自分 や夫

のプ ライバ シー を大事に してい る。
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キ ンボール夫妻 が よ く行 な う家 庭のタベ は、 ゆった りと

した椅子 にか けて、一緒 に聖典 を勉 強す る ことである。キ

ンボール大管 長のの どをか ば って 、姉妹 が声 を出 して読 み

話 し合い たい所 や線 を引 きた い大 事な箇所 が あった ら中断

す る。これ まで何 回 も読 み 、何 回 も線 を引い たの で、印の

ない箇 所 がめず ら しい位 だと言 う。

「彼は気 さ くな人 です よ」 と、キ ンボール姉妹 は温 か く

言 う。彼女 はキ ンボ ール大管長の 「確 かな信仰 と絶 対の忠

実 」 を讃 え 、思考 の しか たの違 いは、ふ た りの長 い友情 を

ひ き しめて くれる コ ショウの よ うに好 ま しい ものだ と語っ

た。 「私 は例 に よって、何で もな ぜか と詮索す るのが 、彼に

はまだあ ま り理 解 できな いんです 。夫 に とって、福音 は何

の 疑問 もない もの なのです よ。」

それで も、彼 らがお互いの 人格 を絶対 的に尊 重 して いる

ことは 、はために も明 らか で ある。 その第一 の理由は 、お

互 いの高潔 さに対 して全 く疑 い を持 たない ことか ら来 る互

いの 人格への深 い信頼で ある。姉 妹 は こう語 る。

「こと善 悪 の原則 になる と
、私 たちは完全 に一致 します。

ふ た りともキ リス トが どの ように して全人 類の罪 を引 き受

けられたのか はわか らな くて も、瞭 罪が現実 の ことだ と知

っています。 私 こそ ときど き、本 当にそ うい うことが起 き

たの か しらと思 うことはあ ります が、夫 はそれが すっか り

わか ると きまで、安心 して待つ人 です。 で も福音 をい ろい

ろな状 態に どう応 用す るかにつ いての意見 は 、たとえ ば政

治に ね、いつ も同 じわ けでは あ りませ ん。 そ うい うと きは

それ ぞれ 自分の や り方で答 をみつ けます。 ど ちらかが相手

の考 えを受 け入 れな けれ ばな らない という℃ とはあ りませ

ん。 じっ くり話 し合え ば、 『信仰・の一 致 に到達』 するんで

す よ。」

この相 互の信頼 と尊敬 は、結婚 当初 か らの彼 らの生 活の

特徴 だ った。 キ ンボール姉妹 は、知 的な関心 を持つ と ころ

か ら各種 の クラブや市民 グルー プや研 究 グルー プ、教 室な

どに よ く参加 してきた。 「こ こ2年 ほ ど旅行 が多 くなるま

では 、結 婚以来毎年 何かの クラスを取 ってい ま した」 と彼

女は話す 。

しか し、それらの 活動 に熱心 な ことが即 、彼 女が家庭 を

刺 激の ない場 だ と考 えてい ることには な らな い。 「妻 や母

とい う仕事 をつま らないと思 う人 は、毎 日のチ ヤ レンジを

真 剣に考え ていないの だ と思 います よ。家 庭 は最 大の学ぶ

場 です 。学べ る もの を全部学 び取 るのに 、今の倍 働かな け

れ ばな らない位 です。勉 強に は終 りが あ りませ ん。子 供 に

は ど うい うふ うに話 を した らよいか 、それ か らもっと後に

なれ ば、良 い し ゆうとめ 、良 い おばあ さんに なるに はど う

した らよいか ってね 。」

キ ンボール姉妹の 向上への あ くな き努 力 は、姉 妹 自身を

発奮 させ るだ けで な く、接す る人 々にも刺 激 を与 える。彼

女は言 う。 「責任 に押 しつ ぶ される ように感 じている人 た

ちがい るで しょう。義 務 を果 たす ことは成長 の一番 て っと

り早い機会 、一 番良 い方法 だと思 うんで す よ。女の人 た ち

はこ うした機会 に敏感 でなけ ればな らないと思 います。社

会の 関心事 、 自分の家庭 、教会 の奉 仕 を通 じての成長 に。

人生 ってとて も お も しろいです よね。何 もか も全 部で きる.

って い うわけにいか ないのが 、困 るんで すけ ど。人生 はつ

ま らない とい う女性 たちには、 やき もき しち ゃい ます。」
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ところが教会 へ入 って間 もな く、彼

は両親に伝道 に出たい 旨を話 し、伝道

中に両親か らの援助 をも らえ るか ど う

か尋ねた。 もちろん、両親 にはそ んな

気は さらさらなか った。彼 らには 、息

子の している ことが信 じられ なか った

か らである。彼 らは 、学校 を休 学す る

ことが いかに愚かな ことであ るか 、彼

に説 いて聞かせ た。彼が 医者 にな るた

めの勉強 もや っと軌道 にの りかけ たば

か りだか らと言 うので ある。 だが 彼は

どうして も伝 道に出 たいと思 い、 自分

で貯金 を し、何 人かの友 人か らも援 助

を受 ける ことに した彼に届い た召 しは 、

韓国伝道部 で働 くように とい う召 しで

あった。 この青年 は伝道 中の出来 事 を

話 して くれた。 まだ伝 道に 出て数 カ月

しかたた ない頃、両親 が彼 を韓 国 まで

訪ねて来 た。父親 が彼に こ う言 った。

「もうこれ位 で十 分 だろう。これ まで我

慢 して きた し、理解 も して や って いる。

さあ、家 へ帰 って勉強 を始 め よう じゃ

ないか。」両親 は彼 を家 へ連 れて帰 ろ

うとした。だが 、彼 は家 へ帰 ること を

拒んだ。 自分 の して いる ことが真 実で

あ り、正 しい ことなのだ か ら、韓 国の

人々の もとを去 る ことが できない と言

うのである。彼 は 、主 か ら韓 国へ行 く

よう召 され たので ある。 そ こを去 る わ

けに はい かなか った 。

その青年の両親 は 、大 そ う裕福 であ

った。父親 は息子 に 、学 資 を全額 出そ

うと約束 した。 だが息 子 はこ とわ った。

宣教師の責任 を放棄す る ことが で きな

かったの であ る。彼が その とき して い

たことは、医者に なる ことよ りも、も

っと大切 な ことであ った。す ると父親

は彼 に、 もし今伝道 をやめて一 緒 に家

へ帰 らな いの な ら、勘当 して しま うと

言 った 。だが彼 はそれで も伝道 をやめ

るわ けに はいかなか ったので ある。

そ して その 宣教師 は、彼 の家族 が い

かに して彼 を勘当 し、彼を しめ出 した

のか 、それを私に話 して くれ た。伝道

を終 えて帰国 した彼 には帰 れるはずの

家がなか った 。彼 は大 学へ戻 り、現 在 、学

資を稼 ぐために働い てい る。この青年 も、

予言者の指導 や助言 に従 うためな ら、

何 でも必要 な ことはする 、とい う青年

の ひと りである。教会 員 であ ることを

決 して弁解 しない人 々が存在 する。救

い主の宣教 師にな るた めに必要 な準 備

をすべ てな し、その召 しが来 るの を待

っている人々 も存在す るのであ る。
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伝 道 に出 る決心 を した人 々 の た め

に 、また その準備 を してい る人 々の た

め に、そ して、 まだ決心 を していな い

人 々の ために、私が 教会幹部 と して得

た最 も素晴 らしい体験 につ いてお話 し

た いと思 う。 それ は 、伝道の 業に従 事

している聖徒 た ちと接 した体 験 で ある。

私 た ちは管 理監督会 に あっ て多 くの偉

大 な経 験 を してい る。だが 各伝道 部 を

訪 れ 、イエス ・キ リス トの福音 を宣べ

伝 えるため に 自分の 時間 を捧 げて いる

若 い兄 弟姉妹 と接す る ことほど 、私 に

喜 びをもた らし、また私 を霊的 に高 め

て くれ るものは他に ない。私 は、この地

上 にあ って他 のだれに も与 え られな い

よ うな祝福 が宣教師た ちに与 えられ る

の を見て きた。宣教師 たちは主の 目か

ら見て特別 な人々で ある。 そ して主 は、

他 の子供 た ちに は得 られ ない、特 別の

もの を宣教師 た ちのた めに用意してい

る。義 しい宣 教師 は、他の人 の 得 られ

ないような権威 と権能 と祝福 を受 ける 。

主の業 の中 で最 も胸が 躍 るもめ 、それ

は宣教師 にな ることで あ る。

数 年間 、私 は合衆国 内で監督 を して

いた。私 たちの ワニ ド部の中 に、数人

の若 人がいて 、彼 らは末 日聖徒 と して

なす べ きことをな して 、素晴 ら しい模

範 にな って いた。彼 らは、十代 のあ る

女 の子 と知 り合いに な った。彼女 は ま

だ 教会員 で は なか った。この女の子は耳

が 聞 こえ なか ったが 、唇の動 きを読 む

訓練 は積 ん でいた。 この子 の真 っす ぐ

前 に立 って話 しかけれ ば、唇 の 動 きか

ら、しゃべ って いる内容 を理解するので

あ る。彼女 は心臓疾 患 も持 っていて 、

他 の女 の子 たちと一 緒に運 動すること

が で きなか った。

モルモ ンの少年少 女 たちは 、この女

の子 に親切で あ った。思 い や りを示 し、

よ く理解 して やってい た。彼女 も彼 ら

の応待 ぶ りが気 に入 ってい た。 また彼

らの模 範が好 きだ った 。間 もな く彼女

は宣教 師 の紹 介 を受 け、 レ ッス ンを受

け るよ うにな った。そ して レ ッ ス ン が

全 部終 わると 、彼 女は 自分 が教 え られ

た ことを皆 信 じ、彼 女の両 親にバ プテ

ス マ を受 けて よいかど うか尋 ねた。両

親 も レッス ンを全部 聞いた が、娘の よ

うに真理 を受 け入れる ことはなか った。

だが 、娘にバ プテ スマ を受 ける許 可 を

与 えた。

ある土曜 日の午後 、私 た ちはバ プ テ

スマ フォ ン トの回 りに集 ま り、この耳

の不 自由 な女の子 は水に入 った。バ プ

テスマ を施 され た後 で匁 彼女 は教 会員

と して確認 され る予 定で あった。長老

た ちが 、私 に一緒 に円陣 の中に立 って

くれる よ うに言 って来た 。私 は もちろ

ん承知 した。私 は彼 女に は長 老の言 う

確 認の言葉 や祝福 の言葉 を聞 くことが

で きない ことを知 って いた。唇 の動 き

を読 むことがで きないか らであ る。 そ

れで私 は、長老 が彼女 を教会員 と して

確認す ると き、その祝福 の言葉 をでき

る限 り細 か く憶 えて お こうと考 えた。

儀式 を終え た後 で、 その内容 を教 えて

あ げたか ったか らで ある。

私 はその長老 の言 った言葉 を聞い た

と きわが耳 を疑 った。私 には 決 して起

こりそうに思、え ない ような こと をい く

つ か宣 言 したか らで ある。だが彼は 、自

分が授 けた祝福 を主が かな えて下 さる

と信 じて疑 わなか った。

確認 と祝 福が終 わった後、私はこの女

の子 を監督 室へ招 き入れ た。彼女 は私

の前に腰 をお ろ した 彼女 を見て 私は こ

う言 っ た。「これ か ら、長老 があなた に与

えた祝 福 について お話 しま しょう。」

彼女 は私 を見 て、言 った。 「ピー ター

ソ ン監督 、私 は祝福が 聞こえ ま した。」

それ以 来、彼女 の耳 は聞 こえる ように

な った。 もう耳 が不 自由で はな くな っ

たの であ る。 またその とき以来 、彼 女

はバ レーボール もソ フ トボール もテニ

ス もす るよ うに なっ た。心臓 の病 も癒

されたか らであ る。 この癒 しは皆 、あ

の長老の信 仰 と証 と勇 気 の故 に もた

ら され たもので ある。天父の 特別な祝

福 は、 しば しばふ さわ しい宣 教師に 、

そ して伝道生活 に誠心誠 意携 わる人 々

に与 え られ る。

これ ほどの祝 福は 、他 の人 々には な

かなか して得 られないの であ る。

主 の祝福 があ って 、予言者 の勧 告に

従 ってその準 備をす ることが できる よ

うに 。宣教師 とな って世界 中に出 て行

き、 イエス ・キ リス トの福 音 を教 え る

ことで ある。 あなた方 に は、 この地上

で 特 別な召 しが 、また特別 な能力が与

え られてい る。 人々の生 活の中に 、い

ま だかつて 経 験 した こ ともない ほどの

大 きな幸 福 をもた らす ことであ る。あ

なた方は皆 、 特 別な重 要 な、また必 要

とされて いる 存 在 なの であ る。

(フ ィ リピ ン及 び韓 国 にお ける地域 総

大会青 少年の集 いの ピー ター ソ ン監督

の説 教 を収 録 した もの 。)

妬
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モルモ ン経の

発見

第 二 副 管 長

マ リ:オ ン ・G・ ロ ム ニ ー

「アメ リカを発見 した人は たれてすか 」と 、教 師か 聞い

た。た った ひと りを除 いて全 員か「コロ ンブ ス」と答 えた。

その ひと りは、 「私 てす」 と返事 を した 。 子供 た ちは笑 っ

た。 しか しこ こには 、庄 目す へき ことか提 起 されて いる。

「私て す」 と答 えた生徒 は 、実 際に 自分 て アメ リカに つい

て知識 を発 見 して いたのて ある。

予言 者 ジ ョセ ブ ・ス ミスはこの ように記録 してい る。「私

は兄弟 た ちに こ う語 った 。モルモ ン経 は地上 で最 も正 確 な

書 物てあ り、私 た ちの宗 教のか なめ石て あ って 、人 かその

教 えに従 って最 も神に近 づ くことので きる書 物て ある。」

(伍5置oγyoブ 漉eCん 解cん 「教 会歴史 」4・461>

私 は 、予言者 の この言 葉か真 実て ある ことを発見 した 。

私 は子供 の頃 、ガデ ア ン トン強盗 団の話 に夢 中に な った。

当時住 んて いた メキ シコ北部の 山に はほ ら穴か無 数 にあ っ

て、 そこを探検 する とや しりな との昔 の遺 物が見つ か った。

壁 には奇妙 な絵 や象形 文字か描 いて あ って、 私はそ こか 強

盗 団の隠 れ家た ったのて はないか と考 えた。 そ して、 ほ ら

穴 にまつ わる まこと しやか な話 か後 を継 いて出 て くると、

私 はモルモ ン経の ガデ ア ン トン強盗 団の ことを何度 も何 度

も読み返 した ものて ある。

その後 、 カシア ・アカデ ミーの 高校1年 の と き、神学 の

ク ラスてモ ルモ ン経か テキ ス トに使 われ た。最近 に なって

そ の時 の ノー トにモ ルモ ン経 の各章 の内容 につ いての短 い

感 想 文か あるの を発 見 した 。

それか らも っと後 にな って、1920年 か ら1923年 ま て伝道

に出 た間に 、私はモ ルモ ン経 を もっとよ く知 る ようにな っ

た。 しか し、モルモ ン経 につ いて本物 の知識 を得、モ ルモ

ン経 を愛す る ように な ったの は、1929年 か ら1941年 の 弁護

士 を開業 した時代 てあ った。

私 か法律学校 を出 て弁 護士 試験にパ ス し、開業 資格 を得

たあと、 イエ ス ・キ リス トの福 音の標準 を守 りなか ら弁 護

士 をや っていけ るものか とうかか気が か りに な って きた。

父の 心配 もそれに拍車 をか けた。

私 は 予言 者 ジ ョセ ブが モルモ ン経 を高 く評価 して いたの

馬
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間 もな く21歳 の誕生 日を迎 えよ うと

するときに、私は友人 た ちの反対 を押

しき って、ユ タ郡(ユ タの北部)か ら

セ ン トジョー ジ(ユ タの南部)ま で長

旅 を し、セ ン トジョー ジ神 殿で結婚 を

した。私 はこ う決意 したこ とをいっ も

感謝 してい る。 当時 はまだユ タ郡 の南

まで鉄道 が敷 かれて いな かっ たの で 、

途中で馬車 に乗 り換 える。道 は ひ ど く

何 日も何 日 もつ らい旅 を しな け れ ばな

らなか った。(ソ ル トレー ク ・シテ ィ

ーか らユ タ郡 までの鉄道距 離 は お よそ

74キ ロで 、ユ タ郡か らセ ン トジ ョー ジ
ぐ

まで馬車の旅 では445キ ロ ほど だ った∂

多 くの人が 、そんな苦労 を しな くて

もいいのでは ないか。わ ざわ ざセ ン ト

ジョー ジまで行 って結婚 しな くて もよ

いのに と言 った。ステー キ部 長か監督

に司式 をして も らい、 ソル トレー ク神

殿が完成 した ら妻 子 と一緒 に永遠の結

び固めが受 けられるの だか らとい うの

で ある。

どう して忠告 を押 しき って旅 を決意

したの だろ うか。私 は この世 と永 遠に

わたって結婚 したか った。ふ た りの人

生を正 しくス ター トしたか ったので あ

る。はためには待った方 が何 もか も都 合

良 くい くのに と思 われた だろ う。で も、

セ ン トジ ョ ー一ジ

神殿での結婚

第7代 大管長

ヒー バ ー ・J・ グ ラ ン ト

私は後になって、あの時あの神殿で結

婚する決意をしたことを本当に良かっ

たと思った。それにはわけがある。

何年か前、若い女性相互発達協会の

中央管理会の姉妹たちが、シオンの各

ステーキ部を訪れ、結婚というテーマ

で話をした。彼女たちは、若人に新 し

い人生を正 しい結婚で、つまり主の神

殿で行なう結婚によって正 しくスター

トするようにと勧めていた。

私があるステーキ部の大会に出席 し

たときに、若い女性中央管理会を代表

して大会に来ていた私の娘がこう話を

した。 「私が正 しく出生 した こと、主

の神殿 で正 しい結婚 を して結 び固 め ら

れた両親 か ら、誓約の下 で生 まれ た こ

とを、心か ら主 に感謝 してい ます 。」
る

私 は こみあげて くる もの を抑 える こ

とがで きなかった。娘の 母親 はソル ト

レー ク神殿 の完成 を待 たず に死 んだの

であ る。 私はセ ン トジョージ神殿 まで

行 って結婚 しな くて もいい と勧 め た友

人の言葉 を聞か な くて よか った と感謝

した。人 生 を正 しくス ター トしな けれ

ば とい うあの時の霊 感 と決意 を、私 は

心か ら感 謝 して いる。

その決意 はなぜ生 まれ たの だろ うか。

それは、私 の母 が福音 を信 じ、私 にそ

の価値 を教 えて くれ た か ら で あ り、

人生 を正 しく始 め、福音の教 えに 従 っ

て生 きる ことに よって恵 みをた く さん

得 たい とい う望みを植え付 けて くれた

か らで ある。

私 は、末 日聖徒 のふ さわ しい男女 は、

ふた りの人 生 を主の宮 居で始 める よう

努力すべ きだと思 う。その神聖 な場所

で結ばれ た結婚 の誓 いと、 この世 に お

いて も永遠 にわた って も続 く聖 なる誓

約は、家庭 を破 壊 し、幸福 を くつが え

そ うとす る、人生 の幾多の誘 惑を阻止

す る力 である。
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と見 ま し た。 そ して 、 い い ま し た。 「あ

した の 朝 ま で に 、 か え して お くれ 。」

メア リー は 、 モ ル モ ン け い を 、 う で に

だ い て 、 走 っ て か え り ま した 。 あ ん ま り

うれ し くて 、 足 が 地 め ん に つ か な い く ら

い で し た。 「見 て ち ょ う だ い 、 金 の せ い

し ょ よ。」

そ の 日は 、 家 ぞ くみ ん な で 、 声 を 出 し

て読 み ま し た。 日が くれ て も、 ろ う そ く

をつ け て 、 夜 お そ く ま で。 空 に は 、 ほ し

が キ ラ キ ラ とか が や い て い ま した 。

つ ぎの 朝 早 く、 メ ア リー は 、 や くそ く

どお り、 モ ル モ ン け い をか え しに 行 き ま

した。

「こ こ まで 読 ん だ の 。」

「ほ ん と うか い
。」 ム ー リー き ょ うだ

い は 、か ん しん して 、 目 を丸 く し ま した。

「も っ て 帰 っ て い い よ。 ぜ ん ぶ 、 読 ん で

し ま い な さ い。」そ れ か ら何 日か た っ て 、

よげ ん し ゃ ジ ョセ ブ ・ス ミス が 、 メ ア リ

166

一 の 家 へ や っ て 来 て 、 メア リー に 会 い た

い とい い ま し た 。 メア リー は 、 と ん で 行

き ま し た。 よ げ ん し ゃ に 会 うの は 、 は じ

め て で し た。

「あ あ
、 あ の 人 が よ げ ん し ゃ だ。 な ん て

き れ い な 、 青 い 目 な ん だ ろ う。 き っ と、

わ た しの 心 が 、 わ か る ん .だろ っ な。」 メ

ア リー は 思 い ま し た 。 よ げ ん し ゃ は 、 メ

ア リー の そ ば に 来 て 、 し ゅ くふ く して く

れ ま し た 。 そ して 、 モ ル モ ン け い を 、1

ざ つ くれ ま した 。 「あ りが と う、 ジ ョセ

ブ き ょ う だ い。 わ た しの モ ル モ ン け い だ

わ。 わ た しの だ わ 。」 う れ し くて 、 うれ

し くて 、 む ね が い っ ぱ い に な り ま し た。

そ れ か ら と い う も の 、 メ ア リー は 、 な

ん ど も な ん ど も、 モ ル モ ン け い を読 み ま

した 。 そ して 、 読 む た び に 、 よ げ ん し ゃ

ジ ョセ ブ ・ス ミス の こ と を 、思 い 出 し ま

した 。 そ れ か ら … … そ うで す 、 は じめ て

読 ん だ 、 あ の と き の こ と を。
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だ か ら、 ジ ュバ が ひ と りで 、 ウ

ヤ ギ を お っ て い け る よ。」 お と う さ

ん と 、 お に い ち ゃ ん は 、 か お を 、 み あ わ せ た。 「で き る っ

か ウて ば 。」

「ウ ィ ン ク ラ ー さ ん に
、 い っ て お い で 。 や り ま す っ て 。」

ヘ ヘ ヘ へ

お と っ さ ん は 、 と っ と っ そ っ い っ た 。

つ ぎの 日か ら 、 ジ ュバ は ひ と りで 、 ヤ ギ を 山 の て っ ぺ ん

まで 、 お っ て い っ た 。 て っ ぺ ん に は 、 一 ば ん い い くさが 、

は え て い るか らだ 。 び っ こ の あ しが 、 い た くな っ て 、 と き

ど き 、や め よ うか な 、 と お も っ た。 で も 、 な つ の あ い だ じ

ゅ う 、 ジ ュ バ は が ん ば っ た 。
妬

ノ
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エ ッサ イ は 、 む す こ の ダ ビ デ に い い ま

し た。 「に い さ ん た ち に 、 たべ もの

を と どけ て お くれ 、 そ し て 、 よ うす を見

て 来 て お くれ 。」 ダ ビ デ の に い さ ん た ち

は 、せ ん そ うに 行 っ て い た の で す 。

さて 、 せ ん じ ょ う で は 、 大 へ ん な こ と

が 、 お こ っ て い ま し た。 て き の ゴ リア テ

とい う大 男 が 、 朝 夕 出 て 来 て は 、 だ れ か

一 き うち を す る もの は い な い か
、 と よ ば

わ っ て い た の で す 。 ゴ リア テ は い い ま し

た。 「お ま え た ち が か て ば 、 わ れ わ れ は 、

お ま え た ち の 家 来 に な る。 そ の か わ り、

わ れ わ れ が か て ば 、 お ま え た ち は 、 わ れ

わ れ の 家 来 に な れ 。」 イ ス ラ エ ル の 人 々

の 中 に は 、 ゴ リア テ とた た か う、 ゆ う き

の あ る 人 は 、 い ませ ん で し た。

ダ ビ デ は そ れ を 見 て 、 サ ウ ル 王 に い い

ま し た。 「イ ス ラ エ ル は 、神 さ まの ぐん

ぜ い で は あ り ませ ん か 。 ぼ くが行 っ て 、

た た か い ま し ょ う。」

「お ま え で は
、 か て な い 。 あ の 大 男 は 、

とて もつ よ い の だ 。」

「ク マ や ラ イ オ ン が
、 ぼ くの ひ つ じ を

お そ っ た と き も 、 ぼ くは 、 ひ とつ をす く

い 出 し ま した 。 神 さ まが 、 つ い て い ら っ

し ゃ る か ら 、 だ い じ ょ うぶ で す 。」

「よ ろ し い
。 行 き な さ い 。」

170

サ ウ ル 王 は 、 よ ろ い とか ぶ と を 、 か し

て くれ ま し た。 で も 、 ダ ビ デ は そ れ をぬ

ぎ、 石 と石 な げ き を も っ て 、 ゴ リア テ に

ち か づ い て行 き ま した 。 心 の 中 で 、 神 さ

まに 、 た す け て くだ さ い と 、 お い の り し

ま した 。

ゴ リア テ は 、 ま だ 少 年 の ダ ビ デ を 見 て 、

ば か に し ま し た。 「ふ ふ ん 、 お ま え の に

くを 、 鳥 や け もの の 、 え さ に して や る。」

「ぼ くの ほ う こ そ
、 お ま え の に く を 、

神 さまが
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なにがか くれているのかな

力 エ ル 、カ メ 、チ ョウ チ ョ、 ナ メ ク ジ、 ア リ、

ぜ ん ぶ みつ か った ら、 ぬ りえ を しま し ょう 。
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た法廷 で熱心 に耳 を傾 ける若 人た ちに 手 に したらいい で しょ。で も、私は興

向かい 、次の ような話 を した。これは 、 味 あ りませんか らね 。私 が こうや って

彼が語 ったままの物語で ある。 あなたと一緒に暮 ら して いるのは 、 た

◇ ◇ だ私 と息 子の生 活の ためなんです か ら。

私はハ リー ・J・ ホル ドマ ンとい い た だそれだ けの ため なんです よ。」

ます。現在 は、 カ リフ ォル ニア州サ ン そ う言 うわ けでボブは 、周囲の協 力

タバ ーバ ラステー キ部 のサ ンタバーバ は得 られませ んで したが 、無 事バ プテ

ラワー ド部 に所属 しています 。 これか スマ を受 け ま した。ボブ は、バ プテス

ら私が お話 する ことは、すべ て実話 で マの前の 面接 と レッス ンで約 束 を した

す。私 はそれを、 自分 の生涯 に起 こっ と お り、その 日以来 、 アル コール や タ

たままにお話 ししたいと思 います。 バ コ とぷ っつ りと縁 を切 りま した。 こ

1950年 代 の初 め頃、私 は カ リフ ォル れには奥 さんが驚 いて し ま い ま した。

ニ ア州 ロサ ンゼル ス東 ステー キ部の ロ 言 うまで もあ りませんが 、奥 さん も、

一 ズ ミー ドワ穴 ド部の監督 を してい ま ボ ブの改宗の実 と、 その 生活の急 変 ぶ

した。 その ワー ド部 は、会員数500人 りに 目を向け始 めま した。段 々 と 態 度

程度の言 わば平均的 な ワー ド部 で し も和 らいで きま した。教会 も身近 な も

た。 またその地区 には専任宣 教師 もい のと して考 える ようにな り、遂 に 奥 さ

て 、町の あ ちこちで ちら し配 りを して ん も息子 さん と一緒 にバ プテスマ を受

お りま した。 ある日、宣教 師た ちが ひ けま した。

と りの男 の人の家 へ訪問 しま した。家 その後数 年間 、ボブは教会 で 目覚 し

へ入 る ように言 いますの で、宣教師 た い成長 を遂 げま した 。私は彼 を ワー ド

ちは中に入 って教会 の ことにつ いて簡 部 のボ ーイス カウ トの隊長に召 しま し

単に紹 介 しま した。す ると、なぜ か本 た。彼 はこの召 しを受 け、見事 に務 め

人 も理由 もわ か らない まま、 この男 の を果 た し、立 派な業績 をあ げま した。

人一 一応 この男 の人の 名前 をボブ と と ころで 、彼 は酒 とのつ き合 いが長

で も して おきま しょうか この ボブ か った ため 、す でに何度 も酒酔 い運 転

は 、宣教 師に また来 て くれ るよ う頼ん や、 それに類す る犯罪で逮捕 され た経

だので した。 験 を持 って いま した。 またその ために

ボブは 、その後 福音 につ いて の レッ 運転 免許 も取 り消 されてい ま したの で、

ス ンを受 け続 けま した 。奥 さん も、小 車 を運転す る ことが できませ んで した。

さな息子 さん も一 緒で した。そ してと ボブは この 規則 を厳 密に守 り、家族 の

うとう レッス ンが全部終 わ ったと き、 運転は奥 さんが引 き受 けていま した。

ボブ は末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教会 ボブ は教会 堂の近 くに住 んでい ま した

の会員 になる決心 をし ま した。で も奥 ので 、教会 へ は歩 いて通 う ことが で き

さんは あ ま り関心 を示 しませ んで した。 ま した 。と ころが 、ボブ はこれ まで勤

それと言 うの も、ボ ブは 、全 くもって めて いた製 造部門 の原料供給 係 とい う

ひどい アル コール中毒 患者で そのため 仕事 をやめる ことにな りま した。 新 し

に何度 かつ らい 目に あった奥 さん は、 い職場 が見つか ったので す。 今度 の仕

ボブのこ とを もう信 じられ な くなって 事は 、以前 よ りはるかに働 きが いの あ
いたか らです・ しか しこのと き・ ボブ る仕事 で した

。 とこ ろが 、前 の職 場 で

は1週 間 お酒 を飲 まず に過 ご しま した。 は通勤す るのに車 に相乗 りさせて も ら

また・会 社の仕事 も立派 に 果 た しま し って いたのです が、新 しい職 場に 移 っ

た。 ボブはそれ まで何年 も 酒 を欠か し て初め て報 告書 を提 出す る予 定の その

たこ とが な く、それ もその 度 が過 ぎた 日の朝 、ど う捜 して も相乗 りす る算段

ために、奥 さんの 愛情 をこ とごと くな.が つ きませんで した。それ で、大 きな

くして しまって いたので した 。奥 さん 恐れ と憂い とを感 じなが らも、ボ ブは

は彼 のする ことに何 も関心 を示 しませ 自分 で運転せ ざる を得 まい、 とい う結

んで した。 また、彼が よも や教会 に入 論に達 しま した。

ろ うとは夢に も思 って いませ んで した。 職場 へ向か う途 中 、ボ ブは慎重 に、

万一入 ったと して も、 アル コールの魔 規則 通 りに運転 してい ま した。 とこ ろ

力か ら逃 れ ることは絶対 に不可能 だと が何 か小 さな違 反で一 恐 らく車線 変

思 っていたの です。で す か ら奥 さんは 更の違 反か 、そのた ぐいだと思 うので

ボ ブにこ う言 いま した 。 「あなたが あ すが 、 とにか く警 官か ら停止 命令 を受

の人 たちの教 会に入 りた いんな ら、勝 けたの です。 もちろん、彼が無 免許運

転 だとい うことはす ぐに わか り ま し

た。 ボブは今 回の違反で 自分 が ど う処

分 されるのか よ く知 ってい ま した。

その晩 、私が仕事 を終 えて家 へ帰 っ

て来 ると、ボブ か ら電話が あ りま した。

「監督 さん
、こんな こと を言 うのは と

て も残 念な んですが 、ス カウ トの隊長

の仕事 をや めさせて下 さい。 それ か ら

ワー ドテ ィー チ ングの責任 か らもお ろ

して いただ きた いんです 。 しば ら く教

会に出席 で きそ う もあ りませんか ら。

責 任 を全然 与えな いでい ただ きた いん

です。 ひと りに させ て欲 しいんです。

私 が 申 し上 げる ことは これ だけです。

お願 い します。」

冨 うまで もないこ とで すが 、ボ ブの

口か らその ような言葉 を聞 くなんて、

私 に は全 く大 きな衝撃で した。 自分の

耳 さえ疑 った ほどです。 それ で も、ボ

ブが真剣 だ った ことはわか りま した。

私 は何 とか して、彼 の口 か ら、一体 何

が起 こったの か、聞 き出 そ うと しま し

た。 ボブ はなか なか うん と言 って くれ

ませ ん。 事件 の内容 はお ろか 、事 件の

ことを口に出 す ことさえい やが るので

す。 で も しば らくしてか ら、交通 違反
も

で逮 捕 され た ことだけは話 して くれ ま

した。ボ ブはこ長年飲 酒運転 の前 科 を

重 ねてい たために 、今度裁判 にか けら

れ たと きには 、必ず刑務所 送 りに な る

ことを知 っていたの です。ボ ブは 私に

こう言い ま した。 「監督 さん 、あ な た

だって刑 務所 送 りに なった隊長 な んか

欲 しくな いで しょう。教会 だ って、こん

な悪 人と 関係 を持 ちた くはないで しょ

う しね。 それ で私 は 自分で 、教会 や召

しか ら身 を引 くことに したん です よ。

私 を ひと りに して おいて下 さい。 私 に

構 わな いで下 さい。 自分 の こ とは 自分

で何 とか しますか ら・」

ボ ブは私 に、交 通違反 を犯 した場所

も、出廷 日も教 え ようとは しませ んで

した 。奥 さん も事 情 をよ く知 りません

で した。 しか し私は、 ち ょっと探 偵ば

りの 活動 を して、彼の出廷 場所 や違 反

の大 き さや尋 問予 定 日などにつ いて調

べ上 げ ま した。そ こで私 は、仕事 の予

定 を何 とか や りくり して 、その 日に裁

判所 へ行 けるよ うに しま した。 ボブは

私が 行 くことを知 りませ んで した。彼

の奥 さんが知 って いたか どうかは、 よ

く覚 えて いません。 それ はと もか く、

ボブが出廷 する予定 の 日、奥 さん と私
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感覚 がまひ した ようで した。 ボブは 、

裁判官席 の前 の 自分の 席か ら立 ち上が

り、指示 された とお りの 席 へ行 って座

りま した。私 はそれ を見 て身 も凍 る思

いで した。言葉 も出ず 、自責 の念 にか

られていま した。座 ったまま一 点 を凝

視 していま した。ボ ブを救え なか った。

とい う気持で した 。今考え てみ ますに、

私が その場 に長 い間座 っていて 、あ ら

ゆることをい ろい ろ と考え ていたら、恐

らく主が なぜ私 を助 けて下 さ らなか っ

たの か、 いぶか しく思 った ことで しょ

う。 私は 自分 ので きる範囲の こ とは全

部 し終えて 、大 きな期待 を抱いて この

法 廷にや って来 たはずで した。予定 を

調整 し、熱心に祈 り、彼の ために何か

一言言 う機 会 を求 めたはず で した
。 で

も何 もか も終 わ りま した。ボブ は懲役

刑にな ったの です。

法廷書 記官が裁判 官に次 の調書 を渡

しま した。次に呼 び出 しを受 ける人の

調書 です。と ころが、次の被告 を呼 ぶ

までに 、若 干の時 間の空白が で きま し

た。裁判 官は調書 を熟 読 している様子

で した。私 は何 も言 い ませ んで した。

手 も上 げませんで した し、頭 や体の一

部 でも動 か した覚 え もあ りませ んで し

た。特別 な表 情 を したわ けで もあ りま

せん。突然 、全 く突然 、少 な くと も外

面的 な理 由はない まま、裁判官 は頭 を

上 げると、法廷 の端 にい る私の 方に 、

じっと視線 を向け ま した。 そ して大 き

な声で私に言 いま した。 「今の判 決に

対 して何か言 いたい ことが あるのでは

ありませんか 。」

法廷 は一 瞬沈黙 しま した 。非 常に動

揺 したままで 、私 は ようや ぐ 「はい」

と答 えま した。私が、 別 に何か意志 表

示 を した わ け で も な いの に 、裁判官

はこう言 って くれ たの です。驚 き以外

の何物 で もあ りませ んで した。 自分に

与 え られ た機 会に これ ほど慌 てふため

いたことはなか ったと思 い ます 。平 静

を取 り戻 して立 ち上が るまで数秒 かか

った ように記憶 しています。私 はゆ っ

くり立 ち上が ると、い さ さか弱 い、震

える声で話 し始 め ま した。「はい 、 ござ

います。私は 、裁 判長 がた った今判 決

を言い渡 した、その人 を弁 護す るため

に この法廷 にやって参 りま した 。」 こ

の言葉 に、裁判長 はボ ブの 方に 目をや

りました。私がボ ブの 名前 をあ げると、

書 記官は、ゆ っ くりと、ボブにつ いて

の調書 を、裁判 長の 目に着 くよ う、机

の上 に戻 しま した。

「ではお話 し下 さい」 と裁 判 官が 言

い1ま した 。

私は何度 かつ ばを飲み込 みま した 。

ボ ブが私 の方 を見 てい るの に気づ きま

した。 この と きまで彼 は頭 をたれ たま

ま座 っていたの です。私 はまた話 し始

め ま した。 「裁判長 、私は末 日聖徒 イ

エ ス ・キ リス ト教会 の監督です 。裁判

長 がた った今懲役刑 を言い 渡 した者 は、

私の教 会.の 会 員 です。私 はその教 会

の 、彼の住 む区域 を管理 してい ます 。

この者は、私 た ちの区域 で、ボ ーイス

カ ウ トの隊長 を して います。そ して私

は、彼 の弁護 のため に出廷 したわ けで

す。彼 につ いて知 って いる ことをお話

したいと思 い、こ こに やって来 ま した♂

確か に彼 は これ まで長 い間、酒 にふ け

り、何度 も法律 を破 って きま した。

しか し1年 半前 、この人は末 日聖徒 イ

エ ス ・キ リス ト教会 の会員 にな る決心

を しま した。そ して その とき以 来 、彼

は 忠実 な会 員 と して務 め を果 た して い

ます 。彼 はバ プテスマ を受 けて以来 、

1滴 の アル コール も飲 んで い ま せ ん

し、たば こも1本 もす って いませ ん し

1杯 の コー ヒーも飲 んで いませ ん。 バ

プテス マを受 けたか らに は決 して これ

らの もの を取 り入れ ない と約 束 したか

らです。彼 は その後 、隊長の召 しを引

き受 け ま した。現在 、立派 な隊 長 と し

て働 いてい ます 。彼の 隊に所属 して い

る少年 た ちは、彼が大好 きです。私 た

ちは彼 を必要 と して います。彼 は現在

の ような立派 な生活 をこれか ら も続 け

る と約束 して くれ ま した 。裁判長 が判

決 を下 す前に、 この話 をお聞 き下 さっ

ていれ ば、と思 ってお ります 。」

ここで一 息入 りま した。確 か、実際

には、 ほんの数秒 だ った と思 います 。

で も私 には本 当に長 い時間の よ うに思

えま した。裁 判官は 、陪 審員席 に座 っ

ているボ ブの方へ向 き直る と、彼 に尋

ねま した。 「この人が言 ったことは本

当かね。」 ボブは視線 を裁判 官に向 け

ると 「はい 、その通 りです。全部 本当

です 」 と答 えま した。す ると裁判 官 は

「今後 この人 との約束 を絶 対に破 らな

いか ね」 と尋 ねま した。 これに対 し、

ボ ブは 「はい 、裁 判長。 この人 との約

束を絶対 に破 りませ ん」 と言 いま した。

再 び沈黙 が しば らく続 きま した。そ

して裁判長 がお もむろに口 を開きま し

た。 「私 が これ まで知 り合 った中で最

も素 晴 らしい人物の ひと りに 、J・ ル

ーベ ン ・クラー ク ・ジュ ニアとい う人

が います。彼 は 、私 の学生時代の 級友

で した。彼 は偉大 な人物で した。私 は

いつで も彼 か ら感銘 を受 けて い ました。

確か彼 は現在 あなたた ちの教 会の 管理

役員の ひとりだと思い ますが 。 私 が

彼に対 して抱 いて いる感情 、モル モ ン

教会 の持 つ偉 大な影響 力、 そ して被 告

に及 ぼ している明 らかな影響 、ま た 彼

の約 束 、これ らを皆考 慮 した上 、被 告

の刑 の執行 を猶予 します。」 こう言 い

終 わる と再 びつ ちを鳴 ら して宣言 しま

した。 「執行猶 予。被 告は退 廷 して よ

ろ しい。」

これ を聞いて 、ボブは立 ち上が りま

した。廷 吏が 、ボ ブの持 ち物 の入 って

いるか ごを彼に渡 しま した。彼 の奥 さ

んと私は 、皆一緒 に扉か ら出るつ も り

で 、ボブの方へ歩 み寄 って行 きま した。

私 た ち3人 は、手 に手 を取 って法廷か

ら出て行 きま した 。ほ おに は涙 が とめ

どな く流れ てい ま した。

この経験は 、真 理に関す る経験の 中
る

でも 、ま ぎれ もな く、最 も美.しい経験

のひ とつ で した。 人が 自力でで きる限

り遠 くまで歩 き、でき る限 りの ことを

し、可 能 な限 り精一 杯責任を果た しま

の最中 に常に祈 り、そ して 必要な とき

に主に全 幅の信頼 をお く。 こうすれば 、

私 た ちの 天父は必 ず歩み寄 って、戦 い

の手 助け を して下 さる の で す 。

J・ ルー ベル ・クラー ク ・ジ ュニ ア副

管 長の偉大 な名前 、個人 的 な影響力 、

そ して 名声 。バ プテスマの水 にお いて

交 わ した約束 を果 た してい た忠実 な会

員。そ して、全 くふ さわ しくない身 で

あ りなが ら、で きる限 りの こ とを した

監督。 これが 皆一 緒に なって、ひ と り

の男の人 生の歴史 を変え たので した。

これは実話 です。 だれか の ためにな

れ ばと思 って います。 私の証 を述べた

いと思い ます 。イエ ス ・キ リス トの福

音 は真実です 。私 たちの天父は 非常に

近 くにお られ ます。私 は生 涯を通 じ、

この 確信 によって絶 えず祝福 を受 けて

お ります。主 が これ まで私に 、幾度 も

幾 度も、祝 福 をお与 え下 さったか らです。

この記録 と証 が、何か の役 に立て ばと

心 か ら願 ってお ります 。
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と意見 を異 に していて も、真 に改 宗 した人 々 は喜 んでそ う

する。真の改宗 とは福音 の第5の 原 則 、すなわ ち耐 えて忍

ぶ ことで ある。事 実 、モ ルモ ン経 の記録 か ら、 それが天父

のみ こころで ある ことが わか る。 二一 フ ァイ は次 の ように

記録 して いる。 「天の御 父は 『悔 い改 めよ、悔 い改め よ.。

わが愛子の 名に よりてバ プテ スマを受 けよ』 と.命 じた もう

た。」(IIニ ー フ ァイ3B11>そ の 後 の記録 には こうあ

る。 「私 はまた天の御 父が 『わが 愛子の 言 うことは真実 に

して確な り。終 りまで忍 ぶ者 は救われ ん』 と仰 せに なる声

を聞いた 。」(IIニ ー フ ァイ3h15>

さ らに;一 フ ァイは、極 めて意 味深い言葉 を述べ ているb.

「さて私 の愛す る兄弟 た ちよ
、私 はこれに よって、人 が も

しも生 ける神の御子 が示 した もうた模 範に従 って終 りまで

忍 ばないな らば決 して救 われ ない ことを知 ってし、る。」

(IIニ ー ファイ31:16)イ エ スの示 され た模範 の うち最 も

極立 っているのは 、従順 とい.う模 範 である。 「わ た しの教

はわた し自身の教 ではな く、わた しをつか わ され たか た.の

教 である。」(ヨ バ ネ7:16)「 子 は父の な さることを

見てす る以外 に、 自分か らは何事 もす る ことがで きない。」

(ヨハ ネ5:19)ま た 御子 は、御 自分の意志 を果たす た

めに来 られ たの ではな く、 「つか わされたか た」の み ここ

ろを行な う.ために来 られ たの で ある。(ヨ ハ ネ4:34参 照)

ニ ー ファイは さ らに次の よ うに続 けてい る。

「それであ るか ら、 あなたた ちの主 であ.り救 い主で ある

御方の為 したも うことを先見 して私 が これ までに話 した こ

とをあなた たちも行 え。 この ことが私 に示 され たのは 、`.私

があなた.々ちの入 らね ばな らぬ門 を知 らせ るためで ある。

その門 とはす なわ ち悔い改 めて水のバ プテ スマを受 け、そ、

れか ら火 と聖霊 に よって罪 の赦 しを受 け ることを言 う。

そ うすれ ば、あな たた ちはす でに永 遠の生 命へ行 く真 直

ぐで狭い道 に入 ったの である。す でにその門 か ら入 って天

の御父 とその御子 との命令 に従 う行 いを し、天の御父 とそ

の御子の ことを証す る聖霊 を受 けたので ある。そ して聖霊

が降るのは 、汝 らが も しも道 に よ.って入 るな らば聖霊 を受

けると言 う神 の約束が履行 され るこ とで ある。

さて私の愛す る兄弟 た ちよ、私 は尋 ね たい。 あなたた ち

は この真直 ぐで狭い道 に入 った ら、それで 万 事終 りである

か。 ごらんそうでは ない。あ なたた ちが も しもキ リス トの
かた

言葉に よってキ リス トを確 く信仰・し、人 を救 う大 きな能力

の ある キ リス トの功徳 に全 く頼 らなか った ら、 あなたた ち

は ここまで進 んで くるこ とさえできなか ったの.である。

それで あるか ら、 あなたた ちはこれか らもキ リス トを確

く信 じて疑 わず 、完 全な希望の光 を抱 き、神 とすべ ての人

と を愛 して強 く進 まなければ ならな.い。 それ で あるか ら、

この後 もたえずキ リス トの言葉 を よく昧 わいな が ら強 ぐ進

み 、終 りまで堪 え忍 ぶな らば 『永 遠の命 を受 ける』 、か く

の如 く天の 御父が言 いた もうだ。

さて ご らん私の兄弟 た ちよ。.これがす なわ ち道 である。.

この ほかには、人 を神 の王国 に救 う道 も名 も天下 にな い。

これは まことに、 キ リス トの教 えで あって'… … 天の御 父

と御子.と 聖霊 の唯一 つの真正 な教 えで ある。」(IIニ ー ファ

イ31:17-21)

一 ニ ー フ ァイの言葉 に従 うな ら
、改宗 とい うもの は明 らガ・

に 、常 に継続 してい くもので ある。確か に、今 その道 に さ

しかか って いる人は 、すでに そ こを通 り抜 け た人 の助 けを

必要 と して いる。つ ま り、門 に入 ったばか りの新 会員 たち

は、すでに そ ζを通g抜 け 、戒 めに従 った生活力}ら偉大 な.

体 験 を得て いや人 夕の助 け を必要 と しているの.である。

以上の ことか ら、改宗 の大 きな証拠 として 、もうひとつのこ

とを.あげられ.よう 。づ ま り、キリストと その模範 に よって改 宗

した人じま、兄弟 や家族 や隣人 や、門 の内外に いる他国の 人

を憎 まな いとい うことであ る。真 の改宗 者は 、その敵 まで

も愛 さなければ な らない。

言葉 を換 えて言 えば、私 たちが主の信頼 を得 るために は、

私 た ちを愛 して くれ る人々 を愛 す るだけでは な.く、私 た ち

に対 し愛情 ど ころか悪意 を示 す人 さえ も愛 さなけれ ばな ら

ない と.いうことで ある。.・.本当 に改宗g)証 拠 とな.るめ は、 こ

の 種の行為 であ る・ ζめ ような行為融恢 消極 的な態度 や口

先 だ けの言 葉か らは決 して生 まれて来 ない6た ..だ無 関心 で

いて、他人 が肉体 的、知的 、霊 的1と重荷 を負.って戦 ってい

るの を黙 って眺 めてい るだけで 何 もせずに 、ただ大声 で励

ま し.ている。 これでは何 の意味 もない。

ヤコブの次の言葉 は意味深長 で ある。 、

「ある兄弟 または姉妹が裸 でいて 、その 日の食物 にも こ

と欠い ている場合. ...・

あ なたが たの うち、 だれ かが、.『安 らかに行.きな さい。

暖 まって、食 べ飽 きな さい』 と言 うだけで 、そのか らだに

必 要な ものを何 ひとつ与 えなか った と した ら、なんの役 に

立 つか 。」1ヤ コブ.2盈115、16)

喜 び が人の心 に生ず るのは、不確実 と不信 心の暗闇 か ら、

すなわち 自分 が何者か 、 どζか ら来たの か、こ こ に い る

理 由1よ何 ・々、 どこへ行 ζうと してい るの か とい ったこと を

知 らず にいる状態 か ら、 キ リス トの奇 しき光 の中に引 き上

げ られ たときで ある。その とき人は 、自分が見 出 したもあ

を他 人 と も分か ち合 わ ざるを.得ない よ.うな気 持 にな.る。 イ

エ スと その愛 が.自分 の隼活 にξんな窒化 をもた らしたか、

そあ 驚 くべき変化に 一?いて人 々に話 すに違い ない。 アルマ

の言葉 庭 よれ ば、その ような人 々は 「神の子 に」 な り、

「大 きな .改心 」 を経験.レ、神の み姿 を自分の身に受 けて 、

キ リ琴 ト に あって新 レく造 られた もの とな った人 々なの で

あ る。(ア ルマ5:14)

この 時 点.か ら、改宗者 とイエス ・キ リス トとの間 に、新

レい・ま々極めて私 的琴関係牟 芽生 える・イエ スを友 と し・

これ までの 自翁 自身に対 す'る恩恵 に大い なる感 謝の.念を御

くめ で南る.。ま たや炉て 、 自分の行 ない だけでな く心の思

い もすべて主の.自に明.らかな ことが わかっ て くるで あ ろ う。

隠 せ る.もの は.何 も.な1い。それ故 、公私 両面に わた って ・

正 直、公正 、忠実 と.いった徳が、 自分の行動 の正 しさを保

証す る もの とな.る。真の改 宗者は 、神の最高 傑作 となる。

正 直な人が それであ る。

s
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金曜 日の晩 、家 へ帰 ってみる と、裏 の家 に新 しい隣 人が越

してきて住んで いた。そ の 隣人は私 の家の垣 根 に上 手に切

れ 目を入れて 、門 を取 り付 けて くれ ていた 。 これ はなか な

か隣人思いで ある と思 った。その上 、門の 取付料 も請求 し

て はこなか った。私は まだその人 と会 ったこと もなか った。

そ こで私 は彼 の家 を訪 ねて彼 と知 り合 いにな り、垣 根に門

を取 り付 けて くれた ことを感謝 した。私 た ちの会 う人が皆

将 来教会員 になる人で ある と考 える ことが で きた ら、私 た

ちが折に触れ て受 ける刺激 に対 して、 その 応答 の仕 方 を色

々調節す ることがで きるので はないか と思 う。人の感 情 を

そこな う権利 などはな い。感情 をそ こなえば、失 うだ けで

ある。主 は「温和 に してへ りくだ り」(教 義 と聖 約38:41)

とい う表現 を用いて 、人 々に教会 を紹介す る ときの方法 を

示 してお られ る。

その新 しい隣 人は 、マ ッコイとい う名前 で あった。彼 は

ノース カロラ イナの出 身で、確 かに、素晴 ら しい末 日聖徒

にな りうる多 くの立派 な特 質 を具 えて いた。少 し挙 げてみ

よう。彼はセ ールスマ ンで あった。それ も腕の よいセール

スマ ンで あった。彼 は物の売 り方を よ く心 得て いた。私 の

経験.から言 うと、腕の よいセ ールスマ ンとい うものは、 自

分が物 を売 る ことに対 して、全然 、あ るいは ほとんど抵抗

感 を持たない もの であ る。何 か良 い商品 を持 って いた場 合、

腕の よい セールスマ ンな らまず 自分か ら購 入す るはずで あ

る。

また、 この新 しい隣 人には 、気 さくに話 しか け られ る雰

囲気が あった。社交的 な人物 だったの であ る。 これは常 に

よい しる しである。率 直で飾 り気がな いとい うことは 、根

が正直 であ るとい うしるしであ る。この特 質 は、心 に証が

生 まれ るの に必 ず必要 な もの である。 その上 、彼 は家長 で

あ った。彼 は明 らかに家庭 をうま く管理 していた。 私 は、

初 めてこの新 しい隣 人 を訪 ねた後 、妻 に 「彼 はい い人 だか

り・き っと教会 に入 るよ」と言 ったこと を覚 えてい る。

私は段 々 とマ ッコイ家族 に対 す る関心 を深 めてい った。

彼が何か福 音の原則 に反す るよ うな こと を しているのが 目

に とまると、いつ もき まって私 はその こと を指摘 した もの

で あった。例 え ば、ある 日曜 日の朝の こと、私が 家を出 て

神権会に行 こ うとす ると、その隣 人が裏庭 に いちご を植 え

ているのが 目に入 った。 私は垣根越 しに こ う言 った。 「マ

ッ久 君の植 えたい ちごは皆 枯れ る よ。」 彼は驚 いてそ

の理由を尋ね た。 「安息 日に植え ているか らさ。安息 日に

植 えたい ちごの苗 は、絶対 に育たな い よ。」 マ ックは こ

のような忠告 を聞 いて、大声 で笑い 出 した。 だが、い ち ご

は皆枯れ た。 ひとつ残 らず枯れ たの である。

しば らくた ってか ら、私 はマ ックに例 のい ちごにつ いて

尋ね た。彼 は こう言 った。 「それが なぜだか 、みんな枯 れ

て しまった布だ。」

そ こで私 はこ う言 った。 「ぼ くが言 った ことを覚 えてい

るか い。 みんな枯れ て しまうと言 っただろ う。育 つはずが

なか ったん だよ。君 は安息 日に植 えたん だか らね 。」

マ ックはこの言葉 を しば らく考 えると こう言 った。 「確
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か君 は農務省 で働いて いるん じゃなか ったか い。」

マ ックは とうと う、い ち ごの苗が の ろわれ たと思 うよ う

に なった。彼は それまで安 息 日に何 度か植 え付 け を して 、

成功 してい たの である。 だが今 回はなぜ失敗 したので あ ろ

うか。私が この ことを考え るに、 い ちごが皆枯 れ ると彼 に

告 げる よう、促 された よ うに感 じたの であ る。私 は、主が 、

その苗の責 任を とられた と確信 して いる。 これ までの経 験

か らわか った ことは、主 は好 んでその僕 た ちの背後 に立 た

れ、 またあ らゆ る機 会 を捕 えてそ う させ るとい うことで あ

る。

しばら くして 、マ ックは私 に、彼 の教 会の長老 をふ た り

家か ら追 い出 したと、話 して くれ た。理由 はこ うで あ った。

「彼 らは 、ぼ くに割 り当て た寄付 金 を取 りに来 たの さ。」

毎 年彼の教会 に は一定額 の お金 を納 める習慣 があ った。だ

が 今年の彼 は、 これ まで通 りの寄付 金 を納 め る必 要が ない

と感 じたの であ る。 その ために彼 の教会 の長老 が彼 を激 励

しにや って来 たの だが 、マ ックは ひど く感 情 を害 し、彼 ら

に家 か ら出 て行 って くれる よう言 ったとい う次第 なの であ

った。

ここでマ ック ・マ ッコイに什 分の一 につい て話 をするの

は 、 まことにふ さわ しくな いよ うに思 われる。 しか し、理

由 はわか らないの だが、私 は この ことを話 した方が良 いと

強 く感 じた 。 「マ ック、君が 稼 ぐお金の うち、10パ ーセ ン

トは主の ものなの さ。」

マ ックが 口を開い た。 「什 分 の一 につ いて話 して くれ な

いか。」 その ときは知 らなか ったの であ るが 、マ ックが

ず っと後 にな って私 に話 して くれた とこ ろに よれば、彼 は

什 分 の一につ いて理解 できる よ う主に祈 って い た の で あ

る。そ して支出 が収入 を10パ ー セ ン トも上 回 って いるのに 、

この上 を どの よ うに して什 分の一 を納め ることが で きるの

か考 えあ ぐねてい たの であ った。

私 はその機会 を捕 えて、マ ックに私の知 って いる限 り什

分の一 につ いて話を した。その 中には、 ヒーバ ー ・J・ グ

ラ ン ト大管長 の物語 もあ った。彼 の 日曜学校 の教 師が、子

供 日曜 学校 の クラスに大 きな りんご をユ0個持 って来 て、 も

しも10個 全部あげ た ら何人 がその うちの1個 を返 して くれ る

か尋 ね てみたとい う、 あの話で ある。これに対 して クラス

の子供 た ちは皆 、喜ん で返 す と答 えて くれた。 そこで この

教 師は この話 を什分 の一 を納 め ることに も応 用 して 、主 は

私 た ちに何 もか も下 さって いるのに 、 た っ た その10分 の

1し か 返 さな くて もよい と言 われて いる 、と説明 したので

あ る。 グラ ン ト大管 長 はこ うも言 った。 「私 たちの多 くが

してい ることは 、10番 目の りん ごを半分に切 って 、その半

分 を主 の前 に差 し出 して 、主 に どうぞと言 ってい るよ うな

もので ある。」私 はマ ックに こう言 った。 「君は ど うもこ

のた とえ話 にあて はまる ようだね。君 は主の前 に 、ほんの

一口差 し出 して いるだ けだよ
。」

マ ックは この 言葉 につ いて深 く考 え、 やが てこう言 っ た。

「うん。理 解で きるよ。君の 言 うことは本当 だと思 う。」

マ ックが什分の一 を納 め ることを信 じると言 っ たとき、

妬
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デンマーク こ⑳こコペンハ_ゲ ン ～
識 こ8月3-5日

地域総大会
ヨー ロッパ各地一で

開催 の予定

大 管長 会 は、1976年 の 夏に 、大 英諸 島、 ヨー ロッパ 、 ス

カンジナ ビア 、フ ィンラン ドの各地 で地域総 大会 を開 く予

定 であ る。

6月 には イン グラン ドの ロン ドン とマ ンチ ェスター 、 そ

してス コッ トラ ン ドの グラス ゴー で 、8月 に はフランスの

パ リ、フ ィンラ ン ドの昏 ル シンキ 、デンマ ー クの コペ ンハ

ーゲ ン、 ドイツの ドル トム ン ト、そ してオ ランダのアム ス

テル ダムで開かれ る。

地域総大会 は 、4月 と10月 に ソル トレー クで開かれ る総

大会 に出席 で きない教会 員が教 会の 幹部 指導者 をよ り身近

に感 じることが で きるよ うに との配 慮か ら企 画 され る もの

である。

マ ンチ ェスター での大会 は 、これで2度 目で ある。1971

年 、初 の地域総大 会が 開かれ たのは 、このマ ンチ ェス ター

であった。以来 、 メキ・シ コ、南 ア メ リカ、 ヨー ロ ッパ、 ス

カンジナ ビア、フ ィンラ ン ド、極 東 で、多 くの大会 が開か

れた。 この企 画は さ らに進展 を続け 、先 に発表 され た通 り、

オース トラ リア、ニ ュー ジー ラ ン ド、南太平洋諸 島で一連

の大会が 開かれ るこ とに なって いる。

大会 はすべ て大管長 会の指 示の もとに、十二使徒 評議 員

会か ら数 名 とその他 の教会 幹部 が 出席 して 開かれ る。

大会 には、一般大 会 、父親 と息子のため の神権 者大会 、

母親 と娘の集会 、文 化 プロ グラム があ る。

現在 大英諸 島の末 日聖徒 数 は 、約75,000名 で あ り、英国

内には17の ステー キ部 と7つ の伝道 部が あ る。

ステー キ部 、伝 道部等 の所在地 は、 ロン ドン、バー ミン

ガム、ブ リス トル 、ハ ダー ズフ ィール ド、ハ ル 、イプス ウ

ィッチ 、レス ター 、マ ンチ ェスター 、ニ ュー カ ッスル(ア

ンダー ライム)、 ノッチンガム、レ ジング、 ラム フ ォー ド、

サウスハ ンプ トン、サ ンダー ラン ド、 リー ズ等 であ る。

ア イル ラン ドのベ ルフ ァー ス ト、ス コッ トラン ドの グラ

スゴー とエジ ンバ ラ、 ウェー ルズのマーサ ーチ ドフ ィー ル

に もステーキ部が あ る。

ヨー ロ ッパ大陸 の教 会員数 は約56,000名 で あ る。 ドイツ

には、ベ ル リン、デ ュッセ ル ドル フ、ハ ンブル グ、カイザ

ー スラウテル ン、ステ ユ ッツガル ト、 ドレスデ ン、フラン

クフル ト、 ミュ ンヘ ンな どに7つ のス テー キ部 と13の 伝道

部 があ り、他 に もスイスのチ ュー リッ ヒとジュネー ブ、フ

ランスのパ リと ッ ールー ズ、オ ランダのハー グ とア ムス

テル ダム 、ベ ル ギー のア ン トワー プ とブ リユ ッセル 、オー

ス トリア のウ ィー ンに伝道部や ステー キ部 が ある。

また、スカ ンジナ ビア に も16,000名 の教 会 員が いる。 デ

ンマー クの コペ ンハ ーゲ ン とス ウ ェー デンのス トッ クホル

ムに はステー キ・部 が あ り、 コペ ンハ ー ゲン、ス トックホル

ム 、オス ロ、ヘ ルシ ンキには伝道部 が組 織 されて い る。

1837年7月 、最 初の モルモ ン宣教 師が 英国の リバ プール

に到着 した。1838年 に はス コ ッ トラン ドで伝道 活動が始め

られ、1840年 に は ウェー ル ズ どア イル ラ ン ドとマ ン島に教

会 が組織 された。

英国に おけ る教会 史上 の圧巻 は 、イー ス トグ リンス テ ッ

ド近郊の リングフ ィー ル ドにあ るロン ドン神殿 の建 設であ

る。 ロン ドン神殿 は1958年 に 完成 し、献堂 された。

ス カンジナ ビア諸 国に対 す る伝道 は、1850年 に 始め られ

た。 その頃はス カン ジナ ビア伝道部 ひ とつ しかなか ったが 、

1905年 に ス ウェー デ ン伝道部 が分 かれ、1920年 に は元の ス

カンジナ ビア伝道部 が デ ンマ ー ク伝 道部 とノル ウェー伝 道

部 に分 かれ た。1947年 に は、 フ ィン ラン ドに も伝道部 がで

きた。

ヨーロッパ 大陸への伝道 は1850年 に フ ラン ス、イタ リア、

スイスで開始 され た。 また 、1851年 に は ドイ ツでぐ1861年

に はオ ランダで 、1888年 に はベ ルギー で正 式 な伝道 活動が

始め られ た。

1955年 、 ツ ォ リコー フ.エンにス イス神 殿が完成 した。

教会 の公式 の発表 に よれば 、近 くシ ドニー で開 かれ る比

域総大会 の一部 が 第9チ ャンネル のテ レ ビジ ョン ・ネ ッ ト

ワークで放送 され る予定 で ある。

大会 はシ ドニー のオペ ラハ ウス で行 な われ、2月29日 、

日 曜 日、午前10時 よ り放 送 され る。 パー ス、 メル ボル ン、

ブ リスベ ー ン、アデ レー ド、キャンベ ラ、 ノーバ ー ト、そ

の 他 のオー ス トラ リアの都 市で 、 この放 送 を見 る ことが で

き る。
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支 配人にな り、その4年 後 、カ リフ ォ

ルニ ア州サ ンデ ィエ ブにあ るモ ン トゴ

メ リー ウ ォー ド(大 チ ェー ンス トアー)

の 地区支配 人にな って 、25の 店 の経営

を監督 した。

また、1943年 に は海軍士 官 とな り、

西海域 で海 軍物 資供 給艦の艦長 と して

働 き、チ ェス ター ・ニ ミッツ海 軍提 督

か ら表彰 を受 けて い る。

終戦 後は モン トゴメ リー ウ ォー ド杜

に戻 り、シ カ ゴ地 区支 配 人 として165

の 店 を管理 した。

1951年 に は、 カ リフ ォルニ ア州パ ロ

ア ル トで、4つ の小 売店 を持つ パ ロア

ル ト金物会社 を起 こ した。

また 、パ ロアル ト在 住中 には市議 会

議 員に選 ばれ、2期 間にわたって市長

を務め たが 、1963年 、伝 道部長 の召 し

を 受け ・辞任 した。

夫妻 には3人 の子供が い るが 、いず

れ も結婚 して いる。

ヘ イ ト長 老が歩 ん で来 た人生は 、達

成 と報 いに満 ちた もので あ った。 この

新任 の 「キ リス トの特別 な証 し人」 の

前途に は、数 多 くの胸躍 る ような、チ

ャレン ジに満 ちた責 任が待 ち受 けてい

るこ とであ ろ う。

東京第4ワ ー ド部

吉 田 洋 子'

「神 さまが生きている!」

は た ち

冬の あ る朝 、二 十歳の とき

「二十歳に もなって乳液 もつけないで」と母

か ら言われた

「お姉 ちゃん
、 もっ とま しな服着 な よ」と妹

か ら言わ れた

「高校卒 業 した らうんとお しゃれ して
、化粧

して、 きれ いに なって楽 しむんだ」

これが私の口 ぐせ だったのに、今の私には

考 えられない

服 も買いた い、化粧 もした い、外 に出 て う

ん と遊 び たい

で も、私に は もっ と大切 な ものが で きて し

まっ た

「神様が生 きている!」 この真実をみんなに

知 らせ たい

苦 しんで い る人 、困って いる人、不幸 な人 、

だれ で もいい、私の この気持 を伝 えたい

その ため には

青春 を捧げても悔 いはないの

私は洋服を買 うのが とても好 きだった

いろいろと替えて楽 しむのが好 きだった

でも、今の私にはそれができない

あるひ とつの出来事が私の青春 を変えた

「神様 が生 きて いる!」

かなで

このたった何文字かが奏た美 しいハーモ

化粧するお金でそれができるんだったら

洋服 を買 うお金でそれがで きるんだったら

遊ぶ時間でそれができるんだったら

私はお金 を、時間 を捧げます

なぜ って

洋 服 よ り、化粧 よ り、遊 びよ り

心が燃えた雨の 日の裏磐梯

私の心を満た して くれるか ら

この詩の作者、東京第4ワ ー ド部 の吉 田洋子姉妹 は、現在 、フル

タイム宣教師 として 日本仙台伝道部で伝道中。伝道前はモデルクラ

ブに籍をおき、日本テ レビの連続 ドラマへの出演が内定 していた。

園
末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教 会が

NHK総 合 テ レビに"

日時:3月31日(水)夜7時 半～8時

内容:ア メ リカ人 と宗教 「祈 りあ る生活」

*当 教会 の紹介 は約7分 程度 です。

家族 、親戚 、友人 、知人 に もお知 らせ 下 さい。
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